
(57)【要約】

【課題】飛距離性能及び耐久性能が優れたゴルフクラブ

ヘッドを提供する。

【解決手段】フェース部１に、スウィートスポット１５

を含み厚さが最も厚い中央厚肉部（領域Ａ）を形成し、

中央厚肉部（領域Ａ）を囲むように外縁側になる従い厚

さが薄くなる中央肉厚徐変部（領域Ｂ）を形成する。ク

ラウン部２側の端部には厚さが中央厚肉部（領域Ａ）の

厚さ以下である上部肉厚部（領域Ｅ）を形成し、上部厚

肉部（領域Ｅ）の下縁を囲むようにソール部３側になる

に従い厚さが薄くなる上部肉厚徐変部（領域Ｄ）を形成

する。ソール部３側の端部には厚さが中央厚肉部（領域

Ａ）の厚さ以下である下部肉厚部（領域Ｇ）を形成し、

下部肉厚部（領域Ｇ）の上縁を囲むようにクラウン部２

側になるに従い厚さが薄くなる上部肉厚徐変部（領域Ｆ

）を形成する。それ以外の領域は、最も厚さが薄い薄肉

部（領域Ｃ）とし、各部の境界は厚さを滑らかに変化さ

せる。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ボ ー ル を 打 撃 す る フ ェ ー ス 部 と 、 上 面 を 形 成 す る ク ラ ウ ン 部 と 、 底 面 を 形 成 す る ソ ー ル 部
と 、 前 記 ク ラ ウ ン 部 と ソ ー ル 部 と の 間 で 側 面 を 形 成 す る サ イ ド 部 と 、 シ ャ フ ト が 装 着 さ れ
る 筒 状 の ホ ー ゼ ル 部 と を 有 し 、 内 部 が 中 空 で あ る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お い て 、 前 記 フ ェ
ー ス 部 は 、 ス ウ ィ ー ト ス ポ ッ ト を 含 み フ ェ ー ス 部 の 中 で 厚 さ が 最 も 厚 い 中 央 厚 肉 部 と 、 前
記 中 央 厚 肉 部 を 囲 む よ う に 形 成 さ れ 外 縁 側 に な る 従 い 厚 さ が 薄 く な る 中 央 肉 厚 徐 変 部 と 、
前 記 ク ラ ウ ン 部 側 端 部 に 形 成 さ れ 厚 さ が 前 記 中 央 肉 厚 部 の 厚 さ 以 下 で あ る 上 部 肉 厚 部 と 、
前 記 上 部 厚 肉 部 の 下 縁 を 囲 む よ う に 帯 状 に 形 成 さ れ 前 記 ソ ー ル 部 側 に な る に 従 い 厚 さ が 薄
く な る 上 部 肉 厚 徐 変 部 と 、 ソ ー ル 部 側 端 部 に 形 成 さ れ 厚 さ が 前 記 中 央 厚 肉 部 以 下 で あ る 下
部 肉 厚 部 と 、 前 記 下 部 肉 厚 部 の 上 縁 を 囲 む よ う に 帯 状 に 形 成 さ れ 前 記 ク ラ ウ ン 部 側 に な る
に 従 い 厚 さ が 薄 く な る 下 部 肉 厚 徐 変 部 と 、 そ れ 以 外 の 領 域 に 形 成 さ れ フ ェ ー ス 部 の 中 で 最
も 厚 さ が 薄 い 薄 肉 部 と 、 を 有 し 、 各 部 の 境 界 で は 厚 さ が 滑 ら か に 変 化 し て い る こ と を 特 徴
と す る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 中 央 厚 肉 部 の 厚 さ が ２ ． ２ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 前 記 上 部 厚 肉 部 及 び 前 記 下 部 肉 厚 部 の 厚
さ が 前 記 中 央 厚 肉 部 の 厚 さ の ８ ５ 乃 至 １ ０ ０ ％ で あ り 、 前 記 薄 肉 部 の 厚 さ が 前 記 中 央 厚 肉
部 の 厚 さ の ７ ０ ％ 以 上 で 且 つ ８ ５ ％ 未 満 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ゴ ル フ
ク ラ ブ ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 中 央 厚 肉 部 及 び 前 記 中 央 肉 厚 徐 変 部 の 外 縁 は 自 由 曲 線 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は ２ に 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 中 空 部 を 有 す る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に 関 し 、 特 に ウ ッ ド 型 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 ウ ッ ド 型 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 内 部 を 中 空 に し た 構 造 が 主 流 と な っ て い る 。 図
４ は 従 来 の 中 空 構 造 の ウ ッ ド 型 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ５ は 図 ４ に 示
す Ｃ － Ｃ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。 従 来 の ウ ッ ド 型 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 図 ４ 及 び 図 ５
に 示 す よ う に 、 ボ ー ル を 打 撃 す る フ ェ ー ス 部 １ ０ １ と 、 上 面 を 形 成 す る ク ラ ウ ン 部 １ ０ ２
と 、 底 面 を 形 成 す る ソ ー ル 部 １ ０ ３ と 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ ２ と ソ ー ル 部 １ ０ ３ と の 間 で 側 面
を 形 成 す る サ イ ド 部 １ ０ ４ と 、 シ ャ フ ト （ 図 示 せ ず ） が 装 着 さ れ る 筒 状 の ホ ー ゼ ル 部 １ ０
５ と で 構 成 さ れ る 。 従 来 の 中 空 構 造 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お け る フ ェ ー ス 部 １ ０ １ は 、
厚 さ が ほ ぼ 均 一 で 、 そ の 内 面 の 形 状 は 平 坦 状 又 は 僅 か に 湾 曲 し た 曲 面 状 で あ っ た 。 こ の よ
う な ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 金 属 材 料 等 が 使 用 さ れ る 。 そ の 場 合 、
各 部 材 は 夫 々 別 々 又 は 一 体 で 成 形 さ れ た 後 、 溶 接 又 は 接 着 等 に よ り 接 合 さ れ 、 そ の 後 必 要
に 応 じ て 熱 処 理 、 研 磨 及 び 塗 装 等 が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド 、 特 に ド ラ イ バ ー 等 の ウ ッ ド 型 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お い て は 、 ボ
ー ル を よ り 遠 く に 飛 ば す 飛 距 離 性 能 が 求 め ら れ る 。 そ こ で 、 フ ェ ー ス 部 の 内 面 に ス ウ ィ ー
ト ス ポ ッ ト を 囲 む よ う に し て 環 状 の 溝 を 設 け て 、 フ ェ ー ス 部 の １ 次 固 有 振 動 数 を ボ ー ル の
１ 次 固 有 振 動 数 に 近 づ け る こ と に よ り 、 飛 距 離 特 性 を 向 上 さ せ る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド が 提
案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
ま た 、 前 述 の 環 状 の 溝 に 加 え て 、 フ ェ ー ス 部 の 中 央 部 か ら 外 周 部 に 向 か っ て 徐 々 に 厚 さ を
薄 く す る こ と で フ ェ ー ス 部 の 反 発 性 を 高 め て 、 飛 距 離 性 能 を 向 上 さ せ る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ
ド も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。 図 ６ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） は 特 許 文 献 ２ で 提 案 さ れ
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た ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ６ （ ａ ） は 図 ４ に 示 す Ｃ － Ｃ 線 に よ る 断 面
図 に 相 当 し 、 図 ６ （ ｂ ） は 図 ４ に 示 す Ｄ － Ｄ 線 に よ る 断 面 図 に 相 当 す る 。 こ の ゴ ル フ ク ラ
ブ ヘ ッ ド は 、 図 ６ （ ａ ） 及 び （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ボ ー ル を 打 撃 す る フ ェ ー ス 部 １ ０ １ と
、 上 面 を 形 成 す る ク ラ ウ ン 部 １ ０ ２ と 、 底 面 を 形 成 す る ソ ー ル 部 １ ０ ３ と 、 ク ラ ウ ン 部 １
０ ２ と ソ ー ル 部 １ ０ ３ と の 間 で 側 面 を 形 成 す る サ イ ド 部 １ ０ ４ と 、 シ ャ フ ト （ 図 示 せ ず ）
が 装 着 さ れ る 筒 状 の ホ ー ゼ ル 部 １ ０ ５ と で 構 成 さ れ る ウ ッ ド 型 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド で あ
り 、 そ の フ ェ ー ス 部 １ ０ １ は 、 ス イ ー ト ス ポ ッ ト １ ０ ８ 及 び そ の 近 傍 の フ ェ ー ス 部 の 中 心
点 １ ０ ７ と を 含 み フ ェ ー ス 部 １ ０ １ に お い て 最 も 厚 く 且 つ 厚 さ が 均 一 な 中 央 部 １ ０ ６ Ａ と
、 こ の 中 央 部 １ ０ ６ Ａ の 外 縁 １ ０ ６ Ａ ｅ か ら フ ェ ー ス 部 １ ０ １ の 端 部 に 向 か い 徐 々 に 厚 さ
が 薄 く な っ て い る 周 辺 部 １ ０ ６ Ｂ と か ら な る 。 ま た 、 周 辺 部 １ ０ ６ Ｂ の 内 面 に は 中 央 部 １
０ ６ Ａ を 囲 む よ う に 環 状 溝 １ ０ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － ２ ９ ９ ５ １ ９ 号 公 報 　 （ 第 ２ － ３ 頁 、 第 ３ － ５ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ３ ９ ０ ４ ０ 号 公 報 　 （ 第 ２ － ４ 頁 、 第 １ － ２ 図 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ で 提 案 さ れ た ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 イ ン パ ク ト 時 に フ ェ ー ス
部 １ ０ １ の 内 面 に 形 成 さ れ た 環 状 溝 に 応 力 が 集 中 し て 破 壊 の 起 点 と な る 虞 が あ る 。 ま た 、
特 許 文 献 ２ で 提 案 さ れ た ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 フ ェ ー ス 部 １ ０ １ の 端 部 に 近 い ほ ど 厚 さ
が 薄 く な る た め 、 ク ラ ウ ン 部 １ ０ ２ 側 の 端 部 及 び ソ ー ル 部 １ ０ ３ 側 の 端 部 に お け る 強 度 が
低 下 し 、 耐 久 性 に 問 題 が あ る 。 一 般 に 、 フ ェ ー ス 部 厚 さ を 中 心 部 と 外 周 部 と で 変 化 さ せ た
ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お い て は 、 そ の 厚 さ が 必 要 以 上 に 薄 く 設 定 さ れ て い た り 、 又 は 厚 く
設 定 さ れ て い た り す る こ と が あ る 。 こ の よ う に フ ェ ー ス 面 の 厚 さ が 最 適 化 さ れ て い な い ゴ
ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お い て は 、 反 発 力 を 効 率 的 に 向 上 さ せ る こ と は 難 し く 、 フ ェ ー ス 部 の
破 壊 も 発 生 し や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は か か る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 飛 距 離 性 能 及 び 耐 久 性 能 が 優 れ た
ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 ボ ー ル を 打 撃 す る フ ェ ー ス 部 と 、 上 面 を 形 成 す る ク
ラ ウ ン 部 と 、 底 面 を 形 成 す る ソ ー ル 部 と 、 前 記 ク ラ ウ ン 部 と ソ ー ル 部 と の 間 で 側 面 を 形 成
す る サ イ ド 部 と 、 シ ャ フ ト が 装 着 さ れ る 筒 状 の ホ ー ゼ ル 部 と を 有 し 、 内 部 が 中 空 で あ る ゴ
ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お い て 、 前 記 フ ェ ー ス 部 は 、 ス ウ ィ ー ト ス ポ ッ ト を 含 み フ ェ ー ス 部 の
中 で 厚 さ が 最 も 厚 い 中 央 厚 肉 部 と 、 前 記 中 央 厚 肉 部 を 囲 む よ う に 形 成 さ れ 外 縁 側 に な る 従
い 厚 さ が 薄 く な る 中 央 肉 厚 徐 変 部 と 、 前 記 ク ラ ウ ン 部 側 端 部 に 形 成 さ れ 厚 さ が 前 記 中 央 肉
厚 部 の 厚 さ 以 下 で あ る 上 部 肉 厚 部 と 、 前 記 上 部 厚 肉 部 の 下 縁 を 囲 む よ う に 帯 状 に 形 成 さ れ
前 記 ソ ー ル 部 側 に な る に 従 い 厚 さ が 薄 く な る 上 部 肉 厚 徐 変 部 と 、 ソ ー ル 部 側 端 部 に 形 成 さ
れ 厚 さ が 前 記 中 央 厚 肉 部 以 下 で あ る 下 部 肉 厚 部 と 、 前 記 下 部 肉 厚 部 の 上 縁 を 囲 む よ う に 帯
状 に 形 成 さ れ 前 記 ク ラ ウ ン 部 側 に な る に 従 い 厚 さ が 薄 く な る 下 部 肉 厚 徐 変 部 と 、 そ れ 以 外
の 領 域 に 形 成 さ れ フ ェ ー ス 部 の 中 で 最 も 厚 さ が 薄 い 薄 肉 部 と 、 を 有 し 、 各 部 の 境 界 で は 厚
さ が 滑 ら か に 変 化 し て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に お い て は 、 前 記 フ ェ ー ス 部 に 薄 肉 部 を 設 け る こ と に よ り フ ェ ー ス 部 全 体 の 剛 性 が
低 下 し 、 イ ン パ ク ト 時 の 撓 み 量 が 増 加 す る 。 ま た 、 前 記 フ ェ ー ス 部 の ク ラ ウ ン 部 側 端 部 及
び ソ ー ル 部 側 端 に 厚 肉 部 を 設 け る こ と に よ り 、 前 述 の 特 許 文 献 ２ に お い て 問 題 と な っ て い
た ク ラ ウ ン 部 側 端 部 及 び ソ ー ル 部 側 端 部 の 強 度 が 確 保 さ れ る 。 更 に 、 前 記 フ ェ ー ス 部 の 内
面 は 、 溝 及 び 段 差 の な い 滑 ら か な 面 で 形 成 さ れ て い る た め 、 応 力 が 特 定 の 箇 所 に 集 中 す る
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こ と が な く 、 優 れ た 耐 久 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
前 記 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 中 央 厚 肉 部 の 厚 さ が ２ ． ２ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 上 部 厚 肉 部 及 び
下 部 肉 厚 部 の 厚 さ が 前 記 中 央 厚 肉 部 の 厚 さ の ８ ５ 乃 至 １ ０ ０ ％ で あ り 、 前 記 薄 肉 部 の 厚 さ
が 前 記 厚 肉 部 の 厚 さ の ７ ０ ％ 以 上 で 且 つ ８ ５ ％ 未 満 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、
フ ェ ー ス 部 の 各 部 の 肉 厚 分 布 が 最 適 化 さ れ 、 強 度 を 劣 化 さ せ る こ と な く フ ェ ー ス 部 の 反 発
力 を 効 率 的 に 増 大 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 前 記 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お け る 中 央 厚 肉 部 及 び 中 央 肉 厚 徐 変 部 の 外 縁 は 、 例 え ば
、 自 由 曲 線 状 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に つ い て 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 具
体 的 に 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 中 空 構 造 を 有 す る ウ ッ ド 型 の ゴ ル
フ ク ラ ブ ヘ ッ ド で あ る 。 図 １ は 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、
図 ２ は 図 １ に 示 す Ａ － Ａ 線 に よ る 断 面 図 で あ り 、 図 ３ は 図 １ に 示 す Ｂ － Ｂ 線 に よ る 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ボ ー ル を 打 撃 す る フ ェ ー ス 部 １
と 、 上 面 を 形 成 す る ク ラ ウ ン 部 ２ と 、 底 面 を 形 成 す る ソ ー ル 部 ３ と 、 ク ラ ウ ン 部 ２ と ソ ー
ル 部 ３ と の 間 で 側 面 を 形 成 す る サ イ ド 部 ４ と 、 シ ャ フ ト （ 図 示 せ ず ） が 装 着 さ れ る 筒 状 の
ホ ー ゼ ル 部 ５ と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お け る フ ェ ー ス 部 １ は 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、
ス ウ ィ ー ト ス ポ ッ ト １ ５ を 含 み フ ェ ー ス 部 の 中 で 厚 さ が 最 も 厚 い 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） と
、 こ の 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） を 囲 む よ う に 形 成 さ れ 外 縁 側 に な る 従 い 厚 さ が 薄 く な る 中 央
肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｂ ） と 、 ク ラ ウ ン 部 ２ 側 の 端 部 に 形 成 さ れ 厚 さ が 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ）
の 厚 さ 以 下 で あ る 上 部 肉 厚 部 （ 領 域 Ｅ ） と 、 こ の 上 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｅ ） の 下 縁 を 囲 む よ う
に 帯 状 に 形 成 さ れ ソ ー ル 部 ３ 側 に な る に 従 い 厚 さ が 薄 く な る 上 部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｄ ） と
、 ソ ー ル 部 ３ 側 の 端 部 に 形 成 さ れ 厚 さ が 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） の 厚 さ 以 下 で あ る 下 部 肉 厚
部 （ 領 域 Ｇ ） と 、 こ の 下 部 肉 厚 部 （ 領 域 Ｇ ） の 上 縁 を 囲 む よ う に 帯 状 に 形 成 さ れ ク ラ ウ ン
部 ２ 側 に な る に 従 い 厚 さ が 薄 く な る 上 部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｆ ） と 、 そ れ 以 外 の 領 域 に 形 成
さ れ フ ェ ー ス 部 １ の 中 で 最 も 厚 さ が 薄 い 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） と か ら な り 、 各 部 の 境 界 で は 厚
さ が 滑 ら か に 変 化 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の フ ェ ー ス 部 １ に お け る 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） の 厚 さ ｔ
（ Ａ ） は 、 ２ ． ２ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） は 、 耐 久 性
を 確 保 す る 領 域 で あ る た め 、 厚 さ ｔ （ Ａ ） が ２ ． ２ ｍ ｍ よ り 薄 く な る と 十 分 な 耐 久 性 が 得
ら れ な い 。 な お 、 フ ェ ー ス 部 １ の 外 面 に フ ェ ー ス ラ イ ン 溝 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 場 合 は 、
厚 さ ｔ （ Ａ ） は フ ェ ー ス ラ イ ン 溝 １ ４ が 形 成 さ れ て い な い 部 分 の 厚 さ と し 、 以 下 の 部 分 の
厚 さ に つ い て も 同 様 と す る 。 ま た 、 ト ウ １ ３ 側 か ら ホ ー ゼ ル 部 ５ 側 に 向 か う 方 向 を Ｘ 方 向
、 ソ ー ル 部 ３ 側 か ら ク ラ ウ ン 部 ２ 側 に 向 か う 方 向 を Ｚ 方 向 と し た 場 合 、 中 央 厚 肉 部 （ 領 域
Ａ ） の Ｘ 方 向 に お け る 最 も 長 い 部 分 の 長 さ ａ １ は １ ０ 乃 至 ３ ０ ｍ ｍ で あ り 、 Ｚ 方 向 に お け
る 最 も 長 い 部 分 の 長 さ ａ ２ は ５ 乃 至 １ ５ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 Ｘ 方 向 に お け る 最 大
長 さ が １ ０ ｍ ｍ よ り 短 い と 耐 久 性 が 低 下 し 、 ３ ０ ｍ ｍ よ り 長 い と 撓 み が 少 な く な る た め 反
発 力 が 低 下 す る 。 ま た 、 Ｚ 方 向 に お け る 最 大 長 さ が ５ ｍ ｍ よ り 短 い と 耐 久 性 が 低 下 し 、 １
５ ｍ ｍ よ り 長 い と 撓 み が 少 な く な り 反 発 特 性 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の フ ェ ー ス 部 １ に お い て は 、 ク ラ ウ ン 部 ２ 側 の 端 部 及 び
ソ ー ル 部 ３ 側 の 端 部 に 夫 々 上 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｅ ） 及 び 下 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｇ ） が 設 け ら れ て
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い る 。 こ れ ら を 設 け る こ と に よ り 、 ク ラ ウ ン 部 ２ 側 端 部 及 び ソ ー ル 部 ３ 側 端 部 の 強 度 を 確
保 し 、 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） を 設 け る こ と に よ る 耐 久 性 の 低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。 こ の 上 部
厚 肉 部 （ 領 域 Ｅ ） の 厚 さ ｔ （ Ｅ ） 及 び 下 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｇ ） の 厚 さ ｔ （ Ｇ ） は 、 中 央 厚 肉
部 （ 領 域 Ａ ） の 厚 さ ｔ （ Ａ ） の ８ ５ 乃 至 １ ０ ０ ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ ら の 厚 さ が
中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） の 厚 さ ｔ （ Ａ ） の ８ ５ ％ よ り 薄 い と 耐 久 性 が 低 下 し 、 １ ０ ０ ％ よ り
厚 い （ 中 央 厚 肉 部 よ り 厚 い ） と 撓 み が 少 な く な り 反 発 力 が 低 下 す る 。 ま た 、 上 部 厚 肉 部 （
領 域 Ｅ ） の Ｘ 方 向 に お け る 最 も 長 い 長 さ ｅ １ 及 び 下 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｇ ） の Ｘ 方 向 に お け る
最 も 長 い 部 分 の 長 さ ｇ １ は ２ ０ 乃 至 ６ ０ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 更 に 、 Ｚ 方 向 に お け
る 最 も 長 い 部 分 の 長 さ ｅ ２ 及 び ｇ ２ は ２ 乃 至 ５ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 Ｘ 方 向 に お け
る 最 大 長 さ ｅ １ 及 び ｇ １ が ２ ０ ｍ ｍ よ り 短 い と 耐 久 性 が 低 下 し 、 ６ ０ ｍ ｍ よ り 長 い と 撓 み
が 少 な く な り 反 発 力 が 低 下 す る 。 ま た 、 Ｚ 方 向 に お け る 最 大 長 さ ｅ ２ 及 び ｇ ２ が ２ ｍ ｍ よ
り 短 い と 耐 久 性 が 低 下 し 、 ５ ｍ ｍ よ り 長 い と 撓 み が 少 な く な り 反 発 力 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お い て は 、 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） を 囲 む よ う に 中 央 肉
厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｂ ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 中 央 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｂ ） は 、 中 央 厚 肉 部 （
領 域 Ａ ） と 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） と の 厚 さ の 差 に よ り 、 フ ェ ー ス 部 内 面 に 段 差 が 生 じ 、 そ こ に
応 力 が 集 中 す る の を 防 ぐ も の で あ り 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 中 央 肉 厚 部 （ 領 域 Ａ ） か
ら 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） に 向 か う 方 向 に 厚 さ が 薄 く な っ て い る 。 中 央 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｂ ） の
Ｘ 方 向 に お け る ホ ー ゼ ル 部 ５ 側 の 縁 と ト ウ １ ３ 側 の 縁 と の 最 大 間 隔 ｂ １ は ４ ０ 乃 至 １ ０ ０
ｍ ｍ で あ り 、 Ｚ 方 向 に お け る ク ラ ウ ン 部 ２ 側 の 縁 と ソ ー ル 部 ３ 側 の 縁 と の 最 大 間 隔 ｂ ２ は
２ ０ 乃 至 ３ ０ ｍ ｍ で あ る こ と が 好 ま し い 。 Ｘ 方 向 に お け る 縁 の 最 大 間 隔 ｂ １ が ４ ０ ｍ ｍ よ
り 短 い と 徐 変 勾 配 が 急 に な る た め 、 応 力 集 中 が 発 生 し や す く な り 、 耐 久 性 が 低 下 す る 。 ま
た 、 最 大 間 隔 ｂ １ が １ ０ ０ ｍ ｍ よ り 長 い と 撓 み が 少 な く な り 反 発 力 が 低 下 す る 。 ま た 、 Ｚ
方 向 に お け る 縁 の 最 大 間 隔 ｂ ２ が ２ ０ ｍ ｍ よ り 短 い と 応 力 が 集 中 し や す く な り 、 ３ ０ ｍ ｍ
よ り 長 い と 撓 み が 少 な く な り 反 発 力 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お い て は 、 上 部 肉 厚 部 （ 領 域 Ｅ ） と 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ）
と の 間 及 び 下 部 肉 厚 部 （ 領 域 Ｇ ） と 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） と の 間 に も 、 中 央 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域
Ｂ ） と 同 様 に 応 力 集 中 を 防 ぐ た め に 、 夫 々 上 部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｄ ） 及 び 上 部 肉 厚 徐 変 部
（ 領 域 Ｆ ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 上 部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｄ ） の Ｘ 方 向 に お け る 最 大 長 さ
ｄ １ 及 び 下 部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｆ ） の Ｘ 方 向 に お け る 最 大 長 さ ｆ １ は ４ ０ 乃 至 ８ ５ ｍ ｍ で
あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 Ｚ 方 向 に お け る 最 大 長 さ ｄ ２ 及 び ｆ ２ は ５ 乃 至 １ ５ ｍ ｍ で あ
る こ と が 好 ま し い 。 Ｘ 方 向 に お け る 最 大 長 さ ｄ １ 及 び ｆ １ が ４ ０ ｍ ｍ よ り 短 い と 耐 久 性 が
低 下 し 、 ８ ５ ｍ ｍ よ り 長 い と 撓 み が 少 な く な り 反 発 力 が 低 下 す る 。 ま た 、 Ｚ 方 向 に お け る
最 大 長 さ ｄ ２ 及 び ｆ ２ が ５ ｍ ｍ よ り 短 い と 徐 変 勾 配 が 急 に な る た め 応 力 集 中 が 生 じ や す く
な り 、 耐 久 性 が 低 下 す る 。 ま た 、 最 大 長 さ ｄ ２ 及 び ｆ ２ が １ ５ ｍ ｍ よ り 長 い と 反 発 力 が 低
下 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の フ ェ ー ス 部 １ に お け る 前 述 の 各 部 以 外 の 領 域 に
は 、 フ ェ ー ス 部 １ の 中 で 最 も 厚 さ が 薄 い 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の 薄 肉 部
（ 領 域 Ｃ ） の 厚 さ ｔ （ Ｃ ） は 、 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） の 厚 さ ｔ （ Ａ ） の ７ ０ ％ 以 上 で 且 つ ８ ５
％ 未 満 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） の 厚 さ ｔ （ Ｃ ） が 、 中 央 厚 肉 部 （ 領
域 Ａ ） の 厚 さ ｔ （ Ａ ） の ７ ０ ％ よ り 薄 い と フ ェ ー ス 部 の 破 壊 が 発 生 し や す く な り 、 ８ ５ ％
以 上 で あ る と 十 分 な 撓 み 量 が 得 ら れ な い こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
更 に 、 中 央 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｂ ） の ク ラ ウ ン 部 ２ 側 の 外 縁 と 上 部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｄ ） の
ソ ー ル 部 ３ 側 の 縁 又 は 中 央 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｂ ） の ソ ー ル 部 ３ 側 の 外 縁 と 下 部 肉 厚 徐 変 部
（ 領 域 Ｆ ） の ク ラ ウ ン 部 ２ 側 の 縁 と の 最 短 部 分 に お け る 間 隔 ｃ は １ 乃 至 ３ ｍ ｍ で あ る こ と
が 好 ま し い 。 こ の 間 隔 ｃ が １ ｍ ｍ よ り 少 な い と 撓 み 効 果 が 減 少 し 、 ３ ｍ ｍ よ り 大 き い と 徐
変 勾 配 が 急 に な る た め 、 応 力 集 中 が 発 生 し や す く な り 耐 久 性 が 低 下 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 図 ２ （ ａ ） に お い て は 、 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） 及 び 中 央 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｂ ） の 外
縁 の 形 状 を 楕 円 状 と し て い る が 、 特 に 限 定 す る も の で は な く 、 自 由 曲 線 状 で あ れ ば よ い 。
ま た 、 上 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｅ ） 及 び 下 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｇ ） 、 又 は 上 部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｄ ）
及 び 上 部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｆ ） に つ い て も 同 じ 大 き さ 又 は 厚 さ に す る 必 要 は な く 、 本 発 明
の 範 囲 内 で あ れ ば 形 状 又 は 大 き さ が 異 な っ て い て も 本 発 明 の 効 果 は 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の フ ェ ー ス 部 １ に お け る 中 央 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｂ ） 、 上
部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｄ ） 又 は 下 部 肉 厚 徐 変 部 （ 領 域 Ｆ ） と 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） 、 上 部 厚
肉 部 （ 領 域 Ｅ ） 、 下 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｇ ） 又 は 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） と の 境 界 は 曲 面 に よ り 形 成
さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 の フ ェ ー ス 部 １ の 内 面 は 、 溝 及 び 段 差 等 が な く 、 滑 ら か な 曲 面 を
有 し て 肉 厚 が 変 化 し て い る た め 、 イ ン パ ク ト 時 に フ ェ ー ス 部 に か か る 応 力 を 分 散 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の ゴ ル
フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 以 下 の 方 法 に よ り 作 製 さ れ る 。 先 ず 、 ３ Ｄ Ｃ Ａ Ｄ 等 に よ り 基 本 と な る ゴ
ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の モ デ リ ン グ を 行 う 。 次 に 、 こ の 基 本 と な る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の イ ン
パ ク ト 挙 動 に つ い て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 歪 み 分 布 を 計 算 に よ り 求 め る 。 そ し て 、 前
記 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 得 ら れ た 歪 み 分 布 の デ ー タ を 基 に 、 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） 、 上
部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｅ ） 、 下 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｇ ） 及 び 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） の 夫 々 の 厚 さ を 設 定 し
、 フ ェ ー ス 部 １ に お け る 肉 厚 分 布 を 決 定 す る 。 そ の 後 、 こ の よ う に 決 定 さ れ た 厚 み 分 布 を
有 す る フ ェ ー ス 部 １ を 実 際 に 作 製 し 、 そ の フ ェ ー ス 部 １ と 、 ク ラ ウ ン 部 ２ 、 ソ ー ル 部 ３ 、
サ イ ド 部 ４ 及 び ホ ー ゼ ル 部 ８ と を 溶 接 又 は 接 着 等 に よ り 接 合 す る 。 こ れ ら の 部 材 は 、 塑 性
加 工 、 鍛 造 製 法 、 又 は 鋳 造 法 に よ り 別 々 に 又 は 一 体 で 成 形 さ れ る 。 そ の 後 、 必 要 に 応 じ て
熱 処 理 、 研 磨 及 び 塗 装 等 を 施 し 、 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 上 述 の 如 く 構 成 さ れ た ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の
ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 シ ャ フ ト 及 び グ リ ッ プ が 取 り 付 け ら れ 、 ド ラ イ バ ー 等 の ウ ッ ド 型
の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド と な る 。 本 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 そ の フ ェ ー ス 部 １ の
内 面 が 溝 及 び 段 差 等 が な い 滑 ら か な 面 に よ り 形 成 さ れ て い る た め 、 イ ン パ ク ト 時 に お け る
応 力 を 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 更 に 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 得 ら れ た 歪 み 分 布 を 基 に
フ ェ ー ス 部 １ に お け る 各 領 域 の 厚 さ を 設 定 し て い る た め 、 反 発 力 に 優 れ 、 且 つ 強 度 を 劣 化
さ せ る こ と の な い 肉 厚 分 布 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 本 発 明 の 範 囲 か ら 外 れ る 比 較 例 と 比 較 し て 具 体 的 に 説 明
す る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 サ イ ド 部 及 び ソ ー ル 部 を 一 体 成 形 に よ り 形 成 し 、 フ ェ ー ス 部
、 ソ ー ル 部 （ 以 下 サ イ ド 部 を 含 む ） 、 ク ラ ウ ン 部 及 び ホ ー ゼ ル 部 か ら な る ４ ピ ー ス 鍛 造 法
に よ り 、 本 発 明 の 範 囲 内 で あ る 実 施 例 １ 乃 至 ５ 及 び 本 発 明 の 範 囲 か ら 外 れ る 比 較 例 １ 乃 至
４ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 作 製 し た 。 そ の 際 、 フ ェ ー ス 部 は β 系 チ タ ン 合 金 を 使 用 し 、 ４
５ ０ ℃ の 温 度 条 件 下 で 成 形 し た 。 ま た 、 ク ラ ウ ン 部 、 ソ ー ル 部 及 び ホ ー ゼ ル 部 に は 純 チ タ
ン を 使 用 し 、 ホ ー ゼ ル 部 は 丸 棒 か ら 削 り だ し て 成 形 し た 。 前 記 フ ェ ー ス 部 、 ク ラ ウ ン 部 、
ソ ー ル 部 及 び ホ ー ゼ ル 部 を 溶 接 に よ り 接 合 し た 後 、 研 磨 及 び 塗 装 を 行 っ て ウ ッ ド 型 の ゴ ル
フ ク ラ ブ ヘ ッ ド と し た 。 本 実 施 例 で 作 製 し た ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に お け る フ ェ ー ス 部 の 肉
厚 分 布 を 表 １ に 示 す 。 表 １ に お け る 各 領 域 は 図 ２ （ ａ ） に 示 す 領 域 に 対 応 し て い る 。 な お
、 表 中 の ” ～ ” は 右 に 示 す 領 域 の 厚 さ か ら 左 に 示 す 領 域 の 厚 さ に 変 化 し て い る こ と を 示 す
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ２ ７ 】
次 に 、 実 施 例 及 び 比 較 例 で 作 製 し た ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に 、 シ ャ フ ト 及 び グ リ ッ プ を 取 り
付 け て ゴ ル フ ク ラ ブ と し 、 そ の 性 能 評 価 を 行 っ た 。 飛 距 離 性 能 試 験 は 、 ゴ ル フ ク ラ ブ を ゴ
ル フ ス イ ン グ マ シ ン に 取 り 付 け 、 ヘ ッ ド ス ピ ー ド を ４ ０ ｍ ／ 秒 と し 、 夫 々 １ ０ 球 ず つ 実 打
し た 。 ま た 、 耐 久 性 能 試 験 は 、 飛 距 離 性 能 試 験 と 同 様 に ヘ ッ ド ス ピ ー ド を ４ ０ ｍ ／ 秒 と し
て 実 打 し 、 目 視 観 察 に よ り フ ェ イ ス 面 の 中 央 部 に 割 れ 又 は 凹 部 が 確 認 さ れ た 打 数 に よ り 評
価 し た 。 こ の 耐 久 性 能 試 験 に お い て は 、 ６ ０ ０ ０ 発 ま で 実 打 し て も 破 壊 が 生 じ て い な い も
の を 合 格 と し た 。 こ れ ら 試 験 の 評 価 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
表 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 範 囲 内 で 作 製 し た 実 施 例 １ 乃 至 ５ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、
飛 距 離 が １ ９ ９ ｍ （ ２ ２ １ ８ ヤ ー ド ） 、 破 壊 回 数 が ５ ５ ０ ０ 発 以 上 で あ り 、 飛 距 離 性 能 及
び 耐 久 性 能 が 優 れ て い た 。 特 に 、 実 施 例 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ
） の 厚 さ が ２ ． ２ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 上 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｅ ） 及 び 下 部 肉 厚 部 （ 領 域 Ｇ ） の 厚
さ が 中 央 厚 肉 部 （ 領 域 Ａ ） の 厚 さ の ８ ５ ％ で あ り 、 薄 肉 部 （ 領 域 Ｃ ） の 厚 さ が 中 央 厚 肉 部
（ 領 域 Ａ ） の 厚 さ の ７ ０ ％ で あ る の で 、 飛 距 離 が ２ ０ １ ｍ （ ２ ２ ０ ヤ ー ド ） と 長 く 、 ６ ０
０ ０ 発 実 打 後 に も 割 れ 又 は 凹 部 は 発 生 せ ず 、 最 も 優 れ た 特 性 を 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
一 方 、 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ と 同 様 に フ ェ ー ス 部 の 肉 厚 が 均 一 な 比 較 例 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ
ッ ド は 、 フ ェ ー ス 部 の 厚 さ が 全 て ２ ． ２ ０ ｍ ｍ と 厚 い た め 耐 久 性 能 に は 優 れ て い た が 、 飛
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距 離 が １ ９ ６ ｍ （ ２ １ ５ ヤ ー ド ） で あ り 実 施 例 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド に 比 べ て 劣 っ て い
た 。 ま た 、 比 較 例 １ と 同 様 に 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド で あ る 比 較 例 ２ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ
ッ ド は 、 端 部 を 薄 く し た こ と に よ り 反 発 力 が 増 し 、 比 較 例 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド よ り 飛
距 離 は 向 上 し た が 、 耐 久 性 が 劣 化 し て ５ ０ ０ ０ 発 で 破 壊 が 生 じ た 。 ま た 、 上 部 厚 肉 部 （ 領
域 Ｅ ） が 本 発 明 の 範 囲 よ り 厚 い 比 較 例 ３ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド 、 及 び 下 部 厚 肉 部 （ 領 域 Ｇ
） が 本 発 明 の 範 囲 よ り 厚 い 比 較 例 ４ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド は 、 厚 み が 増 し た こ と に よ り 耐
久 性 は 向 上 し た が 、 比 較 例 １ 及 び ２ の 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド と 同 程 度 の 飛 距 離 し か 得
ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の フ ェ ー ス 部 の 内 面 を 溝 及 び 段
差 の な い 曲 面 に よ り 形 成 す る こ と に よ り 、 イ ン パ ク ト 時 に 特 定 の 箇 所 に 応 力 が 集 中 す る の
を 防 ぐ こ と が で き 、 耐 久 性 を 損 な わ ず に 飛 距 離 性 能 を 向 上 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発
明 の ゴ ル フ ク ラ ブ に お い て は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ り 求 め た 歪 み 分 布 を 基 に フ ェ ー ス 部
の 肉 厚 分 布 を 適 正 化 し て い る た め 、 効 率 的 に 反 発 力 を 向 上 す る こ と が で き 、 更 に 強 度 を 低
下 さ せ な い 最 適 な 厚 さ が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す Ａ － Ａ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す Ｂ － Ｂ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 中 空 構 造 の ウ ッ ド 型 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 す Ｃ － Ｃ 線 に よ る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 特 許 文 献 ２ で 提 案 さ れ た 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド を 示 す 断 面 図 で あ り 、 （ ａ ）
は 図 ３ に 示 す Ｃ － Ｃ 線 に よ る 断 面 図 に 相 当 し 、 （ ｂ ） は 図 ３ に 示 す Ｄ － Ｄ 線 に よ る 断 面 図
に 相 当 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ； フ ェ ー ス 部 　 ２ ； ク ラ ウ ン 部 　 ３ ； ソ ー ル 部 　 ４ ； サ イ ド 部 　 ５ ； ホ ー ゼ ル 部 　 １ ３
； ト ウ 　 １ ４ ； フ ェ ー ス ラ イ ン 溝 　 １ ５ 、 １ ０ ８ ； ス ウ ィ ー ト ス ポ ッ ト 　 １ ０ １ ； フ ェ ー
ス 部 　 １ ０ ２ ； ク ラ ウ ン 部 　 １ ０ ３ ； ソ ー ル 部 　 １ ０ ４ ； サ イ ド 部 　 １ ０ ５ ； ホ ー ゼ ル 部
　 １ ０ ６ Ａ ； 中 央 部 　 １ ０ ６ Ａ ｅ ； 中 央 部 の 外 縁 　 １ ０ ６ Ｂ 周 辺 部 　 １ ０ ７ ； フ ェ ー ス 部
中 心 点 　 １ ０ ９ ； 溝 　 Ａ ； 中 央 厚 肉 部 　 Ｂ ； 中 央 肉 厚 徐 変 部 　 Ｃ ； 薄 肉 部 　 Ｄ ； 上 部 肉 厚
徐 変 部 　 Ｅ ； 上 部 厚 肉 部 　 Ｆ ； 上 部 肉 厚 徐 変 部 　 Ｇ ； 下 部 厚 肉 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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